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令和５年度第１回国立大学法人三重大学教育研究評議会 議事概要 

 

日 時  令和５年４月１９日（水）１３時３０分～１４時０５分 

場 所  事務局２階 大会議室 

出席者  伊藤（正）学長 

鶴原、酒井、吉岡、木下、西岡 各理事 

佐久間、尾西、今西、冨樫、藤田（達）、小林、村田、金子 各副学長 

藤田（伸）、伊藤（信）、堀、森、諏訪部 各学部長・研究科長 

遠山、秋元、野阪、久保、神原 各評議員 

欠席者  田中理事 

     池田、今西 各副学長 

     松村研究科長 

陪席者  服部監事 

     企画総務部長、財務部長、学務部長、施設部長、研究・地域連携部長、国際・情報部長、 

医学・病院管理部長 

企画総務部総務チーム 

 

 

◎新規構成員の紹介 

  会議冒頭に、学長から新規構成員の紹介があった。 

 

◎前回議事概要の確認 

  学長から、事前に照会した令和４年度第１５回教育研究評議会議事概要（案）について、資料 

のとおり記録に留めたい旨の報告があり、了承された。 

 

Ⅰ．審議事項 

 

１．経営協議会学外委員について 

学長から、「資料：審－１」に基づき、委員１名より本学経営協議会委員を辞任する旨の

申し出があったことを受け、「国立大学法人三重大学経営協議会学外委員の選考方針」に基

づき、新たに学外委員１名を選出することについて説明があった。続いて、当該者が経営協

議会委員として選出された理由について説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

２．国立大学法人三重大学教育研究評議会における国立大学法人三重大学学長選考・監察会議委 

員の選出について 

学長から、「資料：審－２」に基づき、「国立大学法人三重大学教育研究評議会における国

立大学法人三重大学学長選考・監察会議委員の選出に関する申合せ」に基づき、委員７名を

選出することについて説明があった。続いて、選任方法及び当該者の選任理由について説明

があり、審議の結果、資料を一部修正した上で、教育研究評議会の合議により、委員７名を

学長選考・監察会議委員として選出することが承認された。 
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３．名誉教授称号授与について 

企画総務部長から、「資料：審－３、事前配付」に基づき、令和５年３月３１日付けで定

年退職又は辞職した計１２名の元教授に対し、「国立大学法人三重大学名誉教授称号授与規

程」により、名誉教授の称号を授与することについて説明があり、審議の結果、原案どおり

承認された。 

 

４．その他 

   なし 

 

 

Ⅱ．役員会報告 

 

１．令和４年度第２９・３０・３１回役員会及び令和５年度第１回役員会について 

学長から、令和４年度第２９・３０・３１回役員会及び令和５年度第１回役員会について、

「資料：役－１、参考１、参考２、参考３、参考４」に基づき、報告があった。 

 

 

Ⅲ．報告事項 

 

１．令和５年度役員・副学長・学長補佐等の業務分担表及び令和５年度各施設の長について 

学長から、「資料：報－１」に基づき、令和５年度役員・副学長・学長補佐等体制を基に

作成された令和５年度役員・副学長・学長補佐等の業務分担表について報告があった。続い

て、令和５年度各施設の長について、一部変更があった旨の報告があった。 

 

２．第３期中期目標期間に係る国立大学法人評価の結果について 

学長から、「資料：報－２」に基づき、国立大学法人評価委員会より、第３期中期目標期

間に係る業務の実績に関する評価結果が通知されたことについて報告があった。 

 

３．第４期中期計画の変更の認可について 

木下理事から、「資料：報－３」に基づき、第４期中期計画の変更について、文部科学大

臣より申請のとおり認可されたことについて報告があった。 

 

４．令和４年度業務執行状況（第４四半期）について 

木下理事から、「資料：報－４、参考１」に基づき、令和４年度業務執行状況（第４四半

期）について報告があった。 

 

 ５．２０２２年度国際交流協定締結状況の報告について 

金子副学長から、「資料：報－５」に基づき、２０２２年度の国際交流協定締結状況につ

いて報告があった。 
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６．ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの実施について 

金子副学長から、「資料：報－６」に基づき、エネルギー使用量及び温室効果ガスの排出

量削減のため、５月１日より省エネ活動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を実施することについて

報告があった。 

 

７．その他 

・学内での事故等について 

学長から、学内で事故等が多発していることに関して注意喚起があった。 

 

 

以上 


